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コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
は
戻
ら
ず

薬注ポンプアクアス

残
留
塩
素
濃
度
を
計
測
で
き
る

空間清浄機フォレストウェル

高
濃
度
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
発
生

ＥＷＮ－ＷＣＬ

レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌
対
策

に
詳
し
い
水
処
理
メ
ー
カ

ー
の
ア
ク
ア
ス
は
こ
の
ほ

ど
、
遊
離
残
留
塩
素
濃
度

を
計
測
で
き
る
薬
注
ポ
ン

プ
「
Ｅ
Ｗ
Ｎ
―
Ｗ
Ｃ
Ｌ
」

の
提
案
を
旅
館
・
ホ
テ
ル

に
開
始
し
た
。
コ
ン
ト
ロ

ー
ラ
を
内
蔵
し
、
自
動
的

に
各
種
の
水
質
管
理
を
行

う
ポ
ン
プ
で
、
「
特
に
温

浴
施
設
で
は
、
残
留
塩
素

の
濃
度
管
理
に
適
し
て
い

る
」
と
ア
ク
ア
ス
。

浴
槽
水
の
残
留
塩
素
濃

度
は
、
入
浴
客
の
増
減
、

湯
の
入
れ
替
え
、
水
質
の

変
化
な
ど
の
影
響
で
大
幅

に
変
動
す
る
。そ
の
た
め
、

入
浴
客
の
多
い
肝
心
な
時

に
残
留
塩
素
濃
度
が
不
足

し
た
り
、
ま
た
、
残
留
塩

素
を
常
時
維
持
さ
せ
る
た

め
に
注
入
量
を
増
や
し
過

ぎ
て
湯
の
快
適
性
を
損
な

っ
た
り
、
と
い
っ
た
問
題

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

Ｅ
Ｗ
Ｎ
―
Ｗ
Ｃ
Ｌ
は
、

ポ
ン
プ
本
体
の
後
部
に
モ

ニ
タ
ー
を
搭
載
。
上
水
の

遊
離
残
留
塩
素
を
常
に
測

定
し
、
そ
の
濃
度
を
表
示

す
る
。
濃
度
が
低
下
し
た

場
合
は
自
動
で
薬
液
を
注

入
す
る
た
め
、
「
残
留
塩

素
濃
度
の
不
足
」
と
い
っ

た
問
題
を
回
避
す
る
。

本
体
は
コ
ン
パ
ク
ト
設

計
を
実
現
し
て
い
る
た

め
、
機
械
室
内
に
簡
単
に

設
置
可
能
。
す
で
に
ゴ
ル

フ
場
、
ホ
テ
ル
の
プ
ー
ル

な
ど
の
導
入
事
例
も
あ
る

と
い
う
。

ア
ク
ア
ス
で
は
併
せ

て
、
自
動
塩
素
管
理
装
置

「
ア
ク
ア
ス
レ
ジ
ス
パ
Ｒ

Ｉ
Ｃ
―
Ｓ
Ｂ
」
も
提
案
し

て
い
る
。
こ
の
装
置
は
、

残
留
塩
素
濃
度
を
常
に
監

視
し
、
注
入
ポ
ン
プ
を
制

御
し
て
適
切
な
残
留
塩
素

濃
度
を
維
持
す
る
も
の
。

「
残
留
塩
素
濃
度
を
常

時
、
適
切
な
範
囲
内
に
維

持
す
る
こ
と
が
可
能
」
と

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

施
設
に
す
で
に
あ
る
塩

素
剤
注
入
ポ
ン
プ
を
は
じ

め
、
Ｅ
Ｗ
Ｎ
―
Ｗ
Ｃ
Ｌ
と

の
連
携
も
可
能
と
し
て
い

る
。

ｊ
・
ａ
ｉ
ｒ

電
子
機
器
製
品
の
企

画
、
設
計
な
ど
を
展
開
す

る
フ
ォ
レ
ス
ト
ウ
ェ
ル

（
横
浜
市
）
は
、
自
社
で

開
発
、
製
造
し
た
空
間
清

浄
機
「
ｊ
・
ａ
ｉ
ｒ
」
の

設
置
を
観
光
業
界
に
呼
び

掛
け
て
い
る
。

す
で
に
、
介
護
施
設
や

一
部
宿
泊
施
設
に
導
入
さ

れ
、
日
頃
の
衛
生
管
理
に

使
用
さ
れ
て
い
る
。

ｊ
・
ａ
ｉ
ｒ
は
、
一
般

の
空
気
清
浄
機
に
内
蔵
さ

れ
て
い
る
フ
ィ
ル
タ
ー
と

フ
ァ
ン
を
搭
載
し
な
い
代

わ
り
に
、
独
自
の
イ
オ
ン

電
極
を
採
用
し
た
点
が
特

徴
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
量

の
高
濃
度
マ
イ
ナ
ス
イ
オ

ン
（
１
立
方
㌢
㍍
あ
た
り

約
１
千
万
個
）
と
低
濃
度

の
オ
ゾ
ン
（
０
・

ｐ
ｐ

ｍ
）
が
発
生
し
、「
空
気
中

に
浮
遊
す
る
花
粉
や
Ｐ
Ｍ

２
・
５
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ

ー
、
エ
ア
コ
ン
の
カ
ビ
を

含
む
有
害
物
質
を
集
じ
ん

す
る
。同
時
に
、に
お
い
の

も
と
か
ら
破
壊
、
分
解
し

て
空
気
を
清
潔
に

す
る
。
空
気
の
汚

れ
を
吸
い
込
ん
で

浄
化
す
る
空
気
清

浄
機
と
は
一
線
を

画
し
た
」
と
社
長

の
森
井
隆
平
氏
。

高
さ
、
幅
、
奥

行
き
は
す
べ
て
１

２
５
㍉
と
、
コ
ン

パ
ク
ト
設
計
を
実

現
。
本
体
に
は
木

材
を
あ
し
ら
い
、

独
自
性
を
追
求
し
た
。
重

さ
も
１
３
０
０
㌘
と
軽
量

化
。
１
台
で
６
畳
か
ら


畳
ま
で
の
空
間
に
対
応
す

る
。
静
音
設
計
で
、
音
が

気
に
な
る
場
所
で
も
快
適

に
睡
眠
で
き
る
と
い
う
。

旅
館
・
ホ
テ
ル
で
は
、

客
室
の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
や

棚
な
ど
へ
の
活
用
が
見
込

め
、
「
高
さ
１
・
８
㍍
か

ら
２
㍍
の
場
所
に
置
く
こ

と
で
よ
り
効
果
を
発
揮
す

る
」
と
森
井
氏
。

消
費
電
力
は
約
８
㍗

で
、

時
間
動
か
し
続
け

て
も
、
月
額
で
お
よ
そ


円
程
度
と
経
済
的
。

日
々
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

は
簡
単
で
、
イ
オ
ン
電
極

で
汚
れ
が
集
ま
る
ス
リ
ッ

ト
（
切
れ
込
み
）
部
分
を

取
り
外
し
て
食
器
の
よ
う

に
水
洗
い
す
る
だ
け
。
チ

タ
ン
加
工
さ
れ
て
い
る
た

め
、
何
度
洗
っ
て
も
劣
化

せ
ず
に
、
繰
り
返
し
使
え

る
。
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山
形
県
は
４
日
、
令
和
３
年
度
の
山
形
県
内
主
要
観

光
地
で
の
観
光
客
入
込
状
況
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
県

内
主
要
観
光
地
の
観
光
者
数
は
前
年
度
比
９
・
３
％
増

と
な
る
３
０
０
５
万
９
千
人
だ
っ
た
。

観
光
需
要
の
回
復
に
向
け

て
実
施
し
た
県
内
で
の
宿
泊

・
日
帰
り
旅
行
の
割
引
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
や
東
北
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
展
開
に
よ
る
誘
客
の
促
進

な
ど
の
効
果
で
前
年
度
を
上

回
っ
た
。
し
か
し
、
「
首
都

圏
な
ど
で
の
緊
急
事
態
宣
言

の
発
令
や
県
内
へ
の
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
の
適
用
な

ど
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
観
光
者

数
の
水
準
に
は
戻
っ
て
お
ら

ず
、
観
光
産
業
は
大
変
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
」
と

同
県
。

観
光
者
を
県
内
客
・
県
外

客
別
に
み
る
と
、
県
内
客
は

前
年
度
比

・
７
％
増
の
１

８
３
８
万
９
千
人
、
県
外
客

は
同
５
・
６
％
増
の
約
１
１

６
７
万
人
と
な
っ
て
い
る
。

県
内
で
観
光
者
数
の
最
も

多
い
地
域
は
、
村
山
地
域
の

１
３
４
９
万
２
千
人
（
前
年

度
比

・
０
％
増
）
、
次
い

で
庄
内
地
域
の
８
７
０
万
７

千
人
（
同
８
・
２
％
増
）
、

置
賜
地
域
の
６
２
３
万
５
千

人
（
同
７
・
４
％
増
）
、
最

上
地
域
の
１
６
２
万
５
千
人

（
同
７
・
８
％
増
）
の
順
と

な
っ
て
い
る
。
前
年
度
と
比

較
す
る
と
、
全
地
域
で
増
加

し
た
。

観
光
地
類
型
別
の
構
成
比

は
、
「
温
泉
観
光
地
」
が
６

３
０
万
４
千
人
（
構
成
比


・
０
％
）
、
「
道
の
駅
」
が

６
９
５
万
１
千
人
（
同

・

１
％
）
、
「
そ
の
他
の
観
光

地
」
が
１
０
０
７
万
６
千
人

（
同

・
５
％
）
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
３
類
型
で

全
体
の

・
６
％
を
占
め
る
。

前
年
度
比
で
は
、
「
観
光
道

路
等
」
を
除
く
全
て
の
観
光

地
類
型
で
観
光
者
数
が
増
加

し
た
。

◇

◇

市
町
村
別
観
光
者
数
と
観

光
地
類
型
別
・
地
域
別
観
光

者
数
は
下
の
表
の
通
り
。



空間除菌器未来科学

日
本
伝
統
の
組
子
模
様
の
行
灯
型

手洗い用電気瞬間湯沸器日本イトミック

冬
で
も
温
水
で
快
適
な
手
洗
い

高濃度銀イオンＳＡＮＲＩ

無
害
無
刺
激
、安
心
し
て
使
用
で
き
る

酵素クラスターイオン除菌脱臭機カルモア

日
常
の
清
掃
作
業
負
荷
を
軽
減

旅
館
・
ホ
テ
ル
の「
衛
生
管
理
」
新
商
品
紹
介

行
灯
型
ス
テ
ラ
イ
ザ

空
間
衛
生
管
理
シ
ス
テ

ム
の
開
発
、
製
造
を
行
う

未
来
科
学
（
東
京
都
千
代

田
区
）
は
、
旅
館
・
ホ
テ

ル
な
ど
の
観
光
業
界
に
対

し
て
、
今
秋
発
売
し
た
据

置
型
の
空
間
除
菌
器
「
ｓ

ｔ
ｅ
ｒ
ｉ
ｌ
ｉ
ｚ
Ａ
ｉ
ｒ

（
ス
テ
ラ
イ
ザ
）
シ
リ
ー

ズ
」
の
「
行
灯
型
ス
テ
ラ

イ
ザ
」
の
営
業
を
強
化
し

て
い
る
。

新
製
品
は
、
高
さ
４
２

０
×
幅
２
１
０
×
奥
行
き

２
１
０
㍉
、
重
さ
５
・
１

㌔
と
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
り

な
が
ら
、

平
方
㍍
（


畳
）
の
空
間
除
菌
に
対
応

し
た
。

本
体
に
日
本
伝
統
の
組

子
模
様
を
あ
し
ら
い
、
和

の
テ
イ
ス
ト
に
マ
ッ
チ
す

る
デ
ザ
イ
ン
に
仕
上
げ

た
。
「
ス
テ
ラ
イ
ザ
を
導

入
し
て
い
る
宿
泊
施
設
か

ら
の
要
望
で
製
品
化
に
至

っ
た
」
と
同
社
。

ス
テ
ラ
イ
ザ
の
最
大
の

特
徴
は
、
除
菌
方
式
に
促

進
酸
化
法
を
採
用
し
た

点
。
プ
ラ
ズ
マ
に
よ
っ
て

生
成
さ
れ
た
気
相
活
性
酸

素
種
（
Ｒ
Ｏ
Ｓ
マ
ル
チ
プ

ラ
ズ
マ
）
を
室
内
空
間
に

拡
散
す
る
こ
と
で
、
空
間

に
浮
遊
す
る
菌
や
ウ
イ
ル

ス
を
は
じ
め
、
従
来
の
空

気
清
浄
機
で
は
処
理
が
難

し
い
モ
ノ
の
表
面
に
付
着

し
た
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
除

菌
、
不
活
化
す

る
。
ま
た
、
強

力
な
消
臭
効
果

も
あ
る
。

「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に

対
し
て
は
、
日

本
繊
維
製
品
品

質
技
術
セ
ン
タ
ー
で
国
立

感
染
症
研
究
所
か
ら
の
分

与
株
を
用
い
、
２
時
間
で


・

％
減
少
し
た
」
と

話
す
。

こ
の
気
相
活
性
酸
素
種

の
原
料
は
空
気
中
の
酸
素

や
水
で
、
菌
や
ウ
イ
ル
ス

に
作
用
し
た
後
は
再
び
酸

素
と
水
に
戻
る
た
め「
人
、

環
境
、
機
器
に
対
し
安
全

・
安
心
に
使
用
で
き
、
米

国
で
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
製

品
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

る
」
と
い
う
。

す
で
に
、
国
立
病
院
機

構
を
は
じ
め
と
し
た
医
療

機
関
や
宿
泊
施
設
、
海
上

自
衛
隊
な
ど
で
も
採
用
さ

れ
、
空
間
衛
生
管
理
に
活

用
さ
れ
て
い
る
。

製
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

は
、
新
機
種
の
行
灯
型
を

は
じ
め
、
１
０
０
平
方
㍍

（

畳
）
対
応
の
「
Ｕ
Ｓ

Ｊ

２
」
と

平
方
㍍

（
７
畳
）
対
応
の
「
Ｕ
Ｓ

Ｊ

５
」
が
あ
る
。

手
の
ひ
ら
に
乗
る
Ｅ
Ｉ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
（
上
）
と
水

栓
の
セ
ッ
ト

日
本
イ
ト
ミ
ッ
ク
（
東

京
都
墨
田
区
）
は
、
１
９

４
８
年
の
創
業
以
来
、
給

湯
機
器
の
研
究
に
取
り
組

み
、
「
水
も
人
も
あ
た
た

か
く
」
を
テ
ー
マ
に
、
あ

ら
ゆ
る
施
設
に
最
適
な
電

気
給
湯
シ
ス
テ
ム
を
提
供

し
て
い
る
。

冬
本
番
を
前
に
同
社
で

は
、
温
水
で
ス
ト
レ
ス
な

く
快
適
な
手
洗
い
を
実
現

す
る
「
手
洗
い
用
電
気
瞬

間
湯
沸
器
Ｅ
Ｉ
Ｘ
シ
リ
ー

ズ
」
と
自
動
水
栓
と
の
セ

ッ
ト
販
売
の
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
旅
館
・
ホ

テ
ル
な
ど
へ
の
設
置
を
提

唱
し
て
い
る
。

Ｅ
Ｉ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
は
、

「
幅
１
３
５
×
奥
行
き


・
５
×
高
さ

・
５
㍉
と
、

女
性
の
手
の
ひ
ら
に
乗
る

ほ
ど
の
極
小
サ
イ
ズ
。
手

を
洗
う
際
に
し
か
電
気
を

使
わ
な
い
た
め
、
省
エ
ネ

を
実
現
し
、
経
済
的
」
と

同
社
。
２
０
２
０
年
４
月

に
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

図
り
、
電
気
設
備
工
事
が

不
要
な
プ
ラ
グ
付
き
電
源

コ
ー
ド
に
変
更
し
た
。

さ
ら
に
、
ド
レ
イ
ン
ホ

ル
ダ
ー
（
受
け
皿
）
を
横

取
り
付
け
型
か
ら
上
部
取

り
付
け
型
に
し
た
こ
と

で
、
「
従
来
品
に
比
べ
、

設
置
場
所
の
選
択
肢
が
増

え
た
」
と
話
す
。

給
水
側
に
二
つ
、
給
湯

側
に
一
つ
の
セ
ン
サ
ー
を

設
け
て
、
安
定
し
た
給
湯

温
度
を
可
能
に
し
た
「
Ｆ

Ｆ
Ｂ
制
御
」
を
搭
載
。
併

せ
て
、
本
体
の
中
央
に
温

度
設
定
パ
ネ
ル
を
配
置
し

た
。
設
定
温
度
は
１
度
刻

み
、
最
大
出
力
は
０
・
５

㌔
㍗
刻
み
で
変
更
が
で
き

る
。給
湯
・
給
水
温
度
、流

量
を
把
握
で
き
る
こ
と
か

ら
、
設
置
場
所
に
合
わ
せ

た
使
い
方
が
見
込
め
る
。

自
動
水
栓
は
非
接
触
の

た
め
手
動
水
栓
よ
り
も
衛

生
的
で
、
昨
今
の
感
染
症

対
策
と
し
て
よ
り
効
果
的

と
い
う
。
湯
も
水
も
出
湯

で
き
る
温
度
調
整
レ
バ
ー

付
き
の
も
の
と
、
手
洗
い

に
適
し
た
節
水
シ
ャ
ワ
ー

自
動
単
水
栓
の
２
種
類
を

取
り
そ
ろ
え
る
。
製
品
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
は
ヒ
ー
タ
ー

容
量
２
・
５
、
３
・
２
、

５
・
０
㌔
㍗
の
３
種
類
。

銀
の
チ
カ
ラ

環
境
関
連
製
品
の
製

造
、
販
売
を
手
掛
け
る
Ｓ

Ａ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
（
サ
ン
リ
、
山

梨
県
笛
吹
市
）
は
、

月

か
ら
高
濃
度
銀
イ
オ
ン
を

原
液
と
し
、
除
菌
と
消
臭

が
で
き
る
抗
菌
生
活
シ
リ

ー
ズ
の
「
銀
の
チ
カ
ラ
」

を
発
売
す
る
。

銀
の
チ
カ
ラ
は
、
「
原

液
を
届
け
る
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
山
梨
県
の
工
場

で
製
造
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

研
究
用
な
ど
専
門
向
け
で

あ
っ
た
高
濃
度
銀
イ
オ
ン

を
一
般
向
け
用
に
開
発
し

た
。
「
濃
度
は

ｐ
ｐ
ｍ

と
人
体
に
対
し
て
、
無
害

無
刺
激
の
濃
度
で
あ
る
た

め
、
安
心
し
て
使
用
で
き

る
」
と
社
長
の
神
宮
司
忍

氏
。最

大
の
特
徴
は
、
ア
ル

ミ
パ
ウ
チ
タ
イ
プ
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
保
管
の
場
所

を
取
ら
ず
、
備
蓄
用
途
と

し
て
の
活
用
が
見
込
め
る

ほ
か
、
携
帯
用
と
し
て
も

持
ち
運
び
に
便
利
な
点
が

挙
げ
ら
れ
る
。

使
い
方
は
、
水
道
水

（
浄
水
器
の
ろ
過
水
を
推

奨
）
で
希
釈
し
て
、
除
菌

消
臭
し
た
い
箇
所
に
ス
プ

レ
ー
を
す
る
だ
け
。
同
時

に
、
用
途
に
合
わ
せ
て
、

濃
度
を
自
在
に
調
整
で
き

る
。旅

館
・
ホ
テ
ル
で
は
、

い
す
、
テ
ー
ブ
ル
、
自
動

販
売
機
の
ボ
タ
ン
と
い
っ

た
人
の
手
が
多
く
触
れ
る

箇
所
の
除
菌
、
抗
菌
へ
の

活
用
が
見
込
め
る
。

ほ
か
に
も
、
衣
類
に
直

接
ス
プ
レ
ー
を
す
る
こ
と

で
、
花
粉
症
の
ア
レ
ル
ギ

ー
原
因
を
抑
制
す
る
と
い

う
。銀

イ
オ
ン
は
「
６
５
０

種
類
以
上
の
菌
や
ウ
イ
ル

ス
を
死
滅
、
不
活
化
す
る

こ
と
に
加
え
て
、
一
昨
年

に
は
、
米
国
環
境
保
護
庁

（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
殺
菌
作

用
効
果
の
あ
る
製
品
を
Ｎ

リ
ス
ト
と
し
て
公
表
し
、

そ
れ
に
含
ま
れ
て
い
る
」

と
神
宮
司
氏
。

併
せ
て
、
「
ノ
ロ
や
ア

デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
を
も
不
活

化
す
る
こ
と
か
ら
、
旅
館

・
ホ
テ
ル
で
も
日
々
の
衛

生
管
理
に
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
話
す
。

製
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

は
、
５
０
０
㍉
㍑
の
ス
プ

レ
ー
ボ
ト
ル
に
１
包
入
れ

て
水
で
希
釈
し
て
使
用
す

る
標
準
タ
イ
プ
や
消
臭
効

果
を
プ
ラ
ス
し
た
消
臭
特

化
型
の
銀
イ
オ
ン
原
液
な

ど
を
取
り
そ
ろ
え
る
。

Ｗ
Ｋ
―
８
０
０

総
合
脱
臭
メ
ー
カ
ー
の

カ
ル
モ
ア
（
東
京
都
中
央

区
）は
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

旅
館
・
ホ
テ
ル
に
対
し
て
、

酵
素
ク
ラ
ス
タ
ー
イ
オ
ン

除
菌
脱
臭
機
（
空
気
清
浄

機
）「
Ｗ
Ｋ
―
８
０
０
」
の

設
置
を
提
唱
し
て
い
る
。

幅
５
７
５
×
高
さ
１
５

７
×
奥
行
き
１
０
０
㍉
、

重
さ
約
３
㌔
と
コ
ン
パ
ク

ト
な
設
計
で
あ
り
な
が

ら
、
お
よ
そ

畳
（

平

方
㍍
）の
大
空
間
の
除
菌
、

脱
臭
に
対
応
す
る
。

全
国
の
医
療
関
連
施
設

な
ど
累
計
納
入
台
数
５
千

台
以
上
を
誇
る
除
菌
脱
臭

装
置
「
レ
ビ
オ
ン
」
の
基

礎
構
造
を
ベ
ー
ス
に
開
発

さ
れ
、
「
臭
気
と
除
菌
の

両
方
で
高
い
効
果
を
発
揮

し
、
日
常
の
清
掃
作
業
負

荷
を
軽
減
す
る
」
と
経
営

戦
略
室
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

小
澤
功
治
氏
。

最
大
の
特
徴
は
、
独
自

の
イ
オ
ン
バ
ラ
ン
ス
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
技
術
（
正
イ
オ

ン
、
負
イ
オ
ン
を
交
互
に

放
出
す
る
方
式
）
を
搭
載

し
た
点
。
付
着
菌
と
浮
遊

菌
の
両
方
に
除
去
効
果
を

発
揮
し
、
従
来
型
よ
り
も

ウ
イ
ル
ス
の
不
活
化
性
能

が
約
２
・

倍
に
向
上
し

た
。そ

れ
に
加
え
て
、
第
三

者
機
関
の
試
験
で
は
、
実

空
間
に
近
い
６
畳
の
広
さ

で
「
フ
ィ
ル
タ
ー
式
の
空

気
清
浄
機
や
Ｕ
Ｖ
除
菌
装

置
よ
り
も
効
果
が
高
く
、

付
着
ウ
イ
ル
ス
は

・
６

％
、
浮
遊
菌
は

・

％

除
去
す
る
こ
と
が
実
証
さ

れ
た
」
と
小
澤
氏
。

ま
た
、
東
京
都
と
東
京

都
中
小
企
業
振
興
公
社
が

支
援
す
る
「
東
京
都
先
進

的
防
災
技
術
実
用
化
支
援

事
業
」
の
感
染
対
策
製
品

と
し
て
採
択
さ
れ
、
宿
泊

施
設
や
商
業
施
設
な
ど
で

活
用
さ
れ
て
い
る
。

デ
ザ
イ
ン
は
、
イ
ン
テ

リ
ア
の
雰
囲
気
に
合
う
よ

う
に
、
外
観
と
操
作
部
は

シ
ン
プ
ル
な
ヨ
コ
基
調
で

壁
や
空
間
に
な
じ
む
よ
う

工
夫
を
施
し
た
。

使
用
方
法
は
、
ス
タ
ン

ド
を
用
い
て
棚
や
ロ
ッ
カ

ー
の
上
な
ど
に
設
置
す
る

ほ
か
、
壁
掛
け
型
で
の
設

置
な
ど
目
的
に
合
わ
せ
た

使
い
方
が
可
能
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
、
月

に
１
回
程
度
の
フ
ィ
ル
タ

ー
清
掃
と
２
年
に
１
回
の

プ
レ
フ
ィ
ル
タ
ー
と
放
電

ブ
レ
ー
ド
の
交
換
だ
け
。

電
気
代
は
１
年
間
で
約

２
千
円
と
経
済
的
。

（９） 第３１４７号第３種郵便物認可２０２２年（令和４年）１０月１７日（月曜日）

今
回
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
向
け
新
商
品
特
集

の
テ
ー
マ
は
「
衛
生
管
理
」
。
施
設
の
魅
力

を
高
め
る
各
種
の
商
品
を
紹
介
す
る
。


